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    第一章


    
      1パウロとシルワノとテモテから、父ちちなる神かみと主しゅイエス・キリストとにあるテサロニケ人びとたちの教会きょうかいへ。
    


    
      恵めぐみと平安へいあんとが、あなたがたにあるように。
    


    
      2わたしたちは祈いのりの時ときにあなたがたを覚おぼえ、あなたがた一同いちどうのことを、いつも神かみに感謝かんしゃし、 3あなたがたの信仰しんこうの働はたらきと、愛あいの労苦ろうくと、わたしたちの主しゅイエス・キリストに対たいする望のぞみの忍耐にんたいとを、わたしたちの父ちちなる神かみのみまえに、絶たえず思おもい起おこしている。 4神かみに愛あいされている兄弟きょうだいたちよ。わたしたちは、あなたがたが神かみに選えらばれていることを知しっている。 5なぜなら、わたしたちの福音ふくいんがあなたがたに伝つたえられたとき、それは言葉ことばだけによらず、力ちからと聖霊せいれいと強つよい確信かくしんとによったからである。わたしたちが、あなたがたの間あいだで、みんなのためにどんなことをしたか、あなたがたの知しっているとおりである。 6そしてあなたがたは、多おおくの患難かんなんの中なかで、聖霊せいれいによる喜よろこびをもって御言みことばを受うけいれ、わたしたちと主しゅとにならう者ものとなり、 7こうして、マケドニヤとアカヤとにいる信者しんじゃ全体ぜんたいの模範もはんになった。 8すなわち、主しゅの言葉ことばはあなたがたから出でて、ただマケドニヤとアカヤとに響ひびきわたっているばかりではなく、至いたるところで、神かみに対たいするあなたがたの信仰しんこうのことが言いいひろめられたので、これについては何なにも述のべる必要ひつようはないほどである。 9わたしたちが、どんなにしてあなたがたの所ところにはいって行いったか、また、あなたがたが、どんなにして偶像ぐうぞうを捨すてて神かみに立たち帰かえり、生いけるまことの神かみに仕つかえるようになり、 10そして、死人しにんの中なかからよみがえった神かみの御子みこ、すなわち、わたしたちをきたるべき怒いかりから救すくい出だして下くださるイエスが、天てんから下くだってこられるのを待まつようになったかを、彼かれら自身じしんが言いいひろめているのである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1兄弟きょうだいたちよ。あなたがた自身じしんが知しっているとおり、わたしたちがあなたがたの所ところにはいって行いったことは、むだではなかった。 2それどころか、あなたがたが知しっているように、わたしたちは、先さきにピリピで苦くるしめられ、はずかしめられたにもかかわらず、わたしたちの神かみに勇気ゆうきを与あたえられて、激はげしい苦闘くとうのうちに神かみの福音ふくいんをあなたがたに語かたったのである。 3いったい、わたしたちの宣教せんきょうは、迷まよいや汚けがれた心こころから出でたものでもなく、だましごとでもない。 4かえって、わたしたちは神かみの信しん任にんを受うけて福音ふくいんを託たくされたので、人間にんげんに喜よろこばれるためではなく、わたしたちの心こころを見分みわける神かみに喜よろこばれるように、福音ふくいんを語かたるのである。 5わたしたちは、あなたがたが知しっているように、決けっしてへつらいの言葉ことばを用もちいたこともなく、口実こうじつを設もうけて、むさぼったこともない。それは、神かみがあかしして下くださる。 6また、わたしたちは、キリストの使徒しととして重おもんじられることができたのであるが、あなたがたからにもせよ、ほかの人々ひとびとからにもせよ、人間にんげんからの栄誉えいよを求もとめることはしなかった。 7むしろ、あなたがたの間あいだで、ちょうど母ははがその子供こどもを育そだてるように、やさしくふるまった。 8このように、あなたがたを慕したわしく思おもっていたので、ただ神かみの福音ふくいんばかりではなく、自分じぶんのいのちまでもあなたがたに与あたえたいと願ねがったほどに、あなたがたを愛あいしたのである。 9兄弟きょうだいたちよ。あなたがたはわたしたちの労苦ろうくと努力どりょくとを記憶きおくしていることであろう。すなわち、あなたがたのだれにも負担ふたんをかけまいと思おもって、日夜にちやはたらきながら、あなたがたに神かみの福音ふくいんを宣のべ伝つたえた。 10あなたがたもあかしし、神かみもあかしして下くださるように、わたしたちはあなたがた信者しんじゃの前まえで、信心しんじん深ぶかく、正ただしく、責せめられるところがないように、生活せいかつをしたのである。 11そして、あなたがたも知しっているとおり、父ちちがその子こに対たいしてするように、あなたがたのひとりびとりに対たいして、 12御国みくにとその栄光えいこうとに召めして下くださった神かみのみこころにかなって歩あるくようにと、勧すすめ、励はげまし、また、さとしたのである。
    


    
      13これらのことを考かんがえて、わたしたちがまた絶たえず神かみに感謝かんしゃしているのは、あなたがたがわたしたちの説といた神かみの言ことばを聞きいた時ときに、それを人間にんげんの言葉ことばとしてではなく、神かみの言ことばとして——事実じじつそのとおりであるが——受うけいれてくれたことである。そして、この神かみの言ことばは、信しんじるあなたがたのうちに働はたらいているのである。 14兄弟きょうだいたちよ。あなたがたは、ユダヤの、キリスト・イエスにある神かみの諸しょ教会きょうかいにならう者ものとなった。すなわち、彼かれらがユダヤ人じんたちから苦くるしめられたと同おなじように、あなたがたもまた同国人どうこくじんから苦くるしめられた。 15ユダヤ人じんたちは主しゅイエスと預言者よげんしゃたちとを殺ころし、わたしたちを迫害はくがいし、神かみを喜よろこばせず、すべての人ひとに逆さからい、 16わたしたちが異邦人いほうじんに救すくいの言ことばを語かたるのを妨さまたげて、絶たえず自分じぶんの罪つみを満みたしている。そこで、神かみの怒いかりは最もっとも激はげしく彼かれらに臨のぞむに至いたったのである。
    


    
      17兄弟きょうだいたちよ。わたしたちは、しばらくの間あいだ、あなたがたから引ひき離はなされていたので——心こころにおいてではなく、からだだけではあるが——なおさら、あなたがたの顔かおを見みたいと切せつにこいねがった。 18だから、わたしたちは、あなたがたの所ところに行いこうとした。ことに、このパウロは、一再いっさいならず行いこうとしたのである。それだのに、わたしたちはサタンに妨さまたげられた。 19実際じっさい、わたしたちの主しゅイエスの来臨らいりんにあたって、わたしたちの望のぞみと喜よろこびと誇ほこりの冠かんむりとなるべき者ものは、あなたがたを外ほかにして、だれがあるだろうか。 20あなたがたこそ、実じつにわたしたちのほまれであり、喜よろこびである。
    

  


  


  
    第三章


    
      1そこで、わたしたちはこれ以上いじょう耐たえられなくなって、わたしたちだけがアテネに留まることに定さだめ、 2わたしたちの兄弟きょうだいで、キリストの福音ふくいんにおける神かみの同労者どうろうしゃテモテをつかわした。それは、あなたがたの信仰しんこうを強つよめ、 3このような患難かんなんの中なかにあって、動揺どうようする者ものがひとりもないように励はげますためであった。あなたがたの知しっているとおり、わたしたちは患難かんなんに会あうように定さだめられているのである。 4そして、あなたがたの所ところにいたとき、わたしたちがやがて患難かんなんに会あうことをあらかじめ言いっておいたが、あなたがたの知しっているように、今いまそのとおりになったのである。 5そこで、わたしはこれ以上いじょう耐たえられなくなって、もしや「試こころみる者もの」があなたがたを試こころみ、そのためにわたしたちの労苦ろうくがむだになりはしないかと気きづかって、あなたがたの信仰しんこうを知しるために、彼かれをつかわしたのである。 6ところが今いまテモテが、あなたがたの所ところからわたしたちのもとに帰かえってきて、あなたがたの信仰しんこうと愛あいとについて知しらせ、また、あなたがたがいつもわたしたちのことを覚おぼえ、わたしたちがあなたがたに会あいたく思おもっていると同おなじように、わたしたちにしきりに会あいたがっているという吉報きっぽうをもたらした。 7兄弟きょうだいたちよ。それによって、わたしたちはあらゆる苦難くなんと患難かんなんとの中なかにありながら、あなたがたの信仰しんこうによって慰なぐさめられた。 8なぜなら、あなたがたが主しゅにあって堅かたく立たってくれるなら、わたしたちはいま生いきることになるからである。 9ほんとうに、わたしたちの神かみのみまえで、あなたがたのことで喜よろこぶ大おおきな喜よろこびのために、どんな感謝かんしゃを神かみにささげたらよいだろうか。 10わたしたちは、あなたがたの顔かおを見み、あなたがたの信仰しんこうの足たりないところを補おぎないたいと、日夜にちやしきりに願ねがっているのである。
    


    
      11どうか、わたしたちの父ちちなる神かみご自身じしんと、わたしたちの主しゅイエスとが、あなたがたのところへ行いく道みちを、わたしたちに開ひらいて下くださるように。 12どうか、主しゅが、あなたがた相互そうごの愛あいとすべての人ひとに対たいする愛あいとを、わたしたちがあなたがたを愛あいする愛あいと同おなじように、増まし加くわえて豊ゆたかにして下くださるように。 13そして、どうか、わたしたちの主しゅイエスが、そのすべての聖せいなる者ものと共ともにこられる時とき、神かみのみまえに、あなたがたの心こころを強つよめ、清きよく、責せめられるところのない者ものにして下くださるように。
    

  


  


  
    第四章


    
      1最後さいごに、兄弟きょうだいたちよ。わたしたちは主しゅイエスにあってあなたがたに願ねがいかつ勧すすめる。あなたがたが、どのように歩あるいて神かみを喜よろこばすべきかをわたしたちから学まなんだように、また、いま歩あるいているとおりに、ますます歩あるき続つづけなさい。 2わたしたちがどういう教おしえを主しゅイエスによって与あたえたか、あなたがたはよく知しっている。 3神かみのみこころは、あなたがたが清きよくなることである。すなわち、不品行ふひんこうを慎つつしみ、 4各自かくじ、気きをつけて自分じぶんのからだを清きよく尊たっとく保たもち、 5神かみを知しらない異邦人いほうじんのように情欲じょうよくをほしいままにせず、 6また、このようなことで兄弟きょうだいを踏ふみつけたり、だましたりしてはならない。前まえにもあなたがたにきびしく警告けいこくしておいたように、主しゅはこれらすべてのことについて、報むくいをなさるからである。 7神かみがわたしたちを召めされたのは、汚けがれたことをするためではなく、清きよくなるためである。 8こういうわけであるから、これらの警告けいこくを拒こばむ者ものは、人ひとを拒こばむのではなく、聖霊せいれいをあなたがたの心こころに賜たまわる神かみを拒こばむのである。
    


    
      9兄弟きょうだい愛あいについては、今いまさら書かきおくる必要ひつようはない。あなたがたは、互たがいに愛あいし合あうように神かみに直接ちょくせつ教おしえられており、 10また、事実じじつマケドニヤ全土ぜんどにいるすべての兄弟きょうだいに対たいして、それを実行じっこうしているのだから。しかし、兄弟きょうだいたちよ。あなたがたに勧すすめる。ますます、そうしてほしい。 11そして、あなたがたに命めいじておいたように、つとめて落おち着ついた生活せいかつをし、自分じぶんの仕事しごとに身みをいれ、手てずから働はたらきなさい。 12そうすれば、外部がいぶの人々ひとびとに対たいして品位ひんいを保たもち、まただれの世話せわにもならずに、生活せいかつできるであろう。
    


    
      13兄弟きょうだいたちよ。眠ねむっている人々ひとびとについては、無知むちでいてもらいたくない。望のぞみを持もたない外ほかの人々ひとびとのように、あなたがたが悲かなしむことのないためである。 14わたしたちが信しんじているように、イエスが死しんで復活ふっかつされたからには、同様どうように神かみはイエスにあって眠ねむっている人々ひとびとをも、イエスと一緒いっしょに導みちき出だして下くださるであろう。 15わたしたちは主しゅの言葉ことばによって言いうが、生いきながらえて主しゅの来臨らいりんの時ときまで残のこるわたしたちが、眠ねむった人々ひとびとより先さきになることは、決けっしてないであろう。 16すなわち、主しゅご自身じしんが天使てんしのかしらの声こえと神かみのラッパの鳴なり響ひびくうちに、合図あいずの声こえで、天てんから下くだってこられる。その時とき、キリストにあって死しんだ人々ひとびとが、まず最初さいしょによみがえり、 17それから生いき残のこっているわたしたちが、彼かれらと共ともに雲くもに包つつまれて引ひき上あげられ、空中くうちゅうで主しゅに会あい、こうして、いつも主しゅと共ともにいるであろう。 18だから、あなたがたは、これらの言葉ことばをもって互たがいに慰なぐさめ合あいなさい。
    

  


  


  
    第五章


    
      1兄弟きょうだいたちよ。その時期じきと場合ばあいとについては、書かきおくる必要ひつようはない。 2あなたがた自身じしんがよく知しっているとおり、主しゅの日ひは盗人ぬすびとが夜よるくるように来くる。 3人々ひとびとが平和へいわだ無事ぶじだと言いっているその矢先やさきに、ちょうど妊婦にんぷに産うみの苦くるしみが臨のぞむように、突如とつじょとして滅ほろびが彼かれらをおそって来くる。そして、それからのがれることは決けっしてできない。 4しかし兄弟きょうだいたちよ。あなたがたは暗くらやみの中なかにいないのだから、その日ひが、盗人ぬすびとのようにあなたがたを不ふ意いに襲おそうことはないであろう。 5あなたがたはみな光ひかりの子こであり、昼ひるの子こなのである。わたしたちは、夜よるの者ものでもやみの者ものでもない。 6だから、ほかの人々ひとびとのように眠ねむっていないで、目めをさまして慎つつしんでいよう。 7眠ねむる者ものは夜よる眠ねむり、酔よう者ものは夜よる酔ようのである。 8しかし、わたしたちは昼ひるの者ものなのだから、信仰しんこうと愛あいとの胸当むねあてを身みにつけ、救すくいの望のぞみのかぶとをかぶって、慎つつしんでいよう。 9神かみは、わたしたちを怒いかりにあわせるように定さだめられたのではなく、わたしたちの主しゅイエス・キリストによって救すくいを得えるように定さだめられたのである。 10キリストがわたしたちのために死しなれたのは、さめていても眠ねむっていても、わたしたちが主しゅと共ともに生いきるためである。 11だから、あなたがたは、今いましているように、互たがいに慰なぐさめ合あい、相互そうごの徳とくを高たかめなさい。
    


    
      12兄弟きょうだいたちよ。わたしたちはお願ねがいする。どうか、あなたがたの間あいだで労ろうし、主しゅにあってあなたがたを指導しどうし、かつ訓戒くんかいしている人々ひとびとを重おもんじ、 13彼かれらの働はたらきを思おもって、特とくに愛あいし敬うやまいなさい。互たがいに平和へいわに過すごしなさい。 14兄弟きょうだいたちよ。あなたがたにお勧すすめする。怠惰たいだな者ものを戒いましめ、小心しょうしんな者ものを励はげまし、弱よわい者ものを助たすけ、すべての人ひとに対たいして寛容かんようでありなさい。 15だれも悪あくをもって悪あくに報むくいないように心こころがけ、お互たがいに、またみんなに対たいして、いつも善ぜんを追おい求もとめなさい。 16いつも喜よろこんでいなさい。 17絶たえず祈いのりなさい。 18すべての事ことについて、感謝かんしゃしなさい。これが、キリスト・イエスにあって、神かみがあなたがたに求もとめておられることである。 19御霊みたまを消けしてはいけない。 20預言よげんを軽かろんじてはならない。 21すべてのものを識別しきべつして、良よいものを守まもり、 22あらゆる種類しゅるいの悪あくから遠とおざかりなさい。
    


    
      23どうか、平和へいわの神かみご自身じしんが、あなたがたを全まったくきよめて下くださるように。また、あなたがたの霊れいと心こころとからだとを完全かんぜんに守まもって、わたしたちの主しゅイエス・キリストの来臨らいりんのときに、責せめられるところのない者ものにして下くださるように。 24あなたがたを召めされたかたは真実しんじつであられるから、このことをして下くださるであろう。
    


    
      25兄弟きょうだいたちよ。わたしたちのためにも、祈いのってほしい。
    


    
      26すべての兄弟きょうだいたちに、きよい接吻せっぷんをもって、よろしく伝つたえてほしい。 27わたしは主しゅによって命めいじる。この手紙てがみを、みんなの兄弟きょうだいに読よみ聞きかせなさい。
    


    
      28わたしたちの主しゅイエス・キリストの恵めぐみが、あなたがたと共ともにあるように。
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